
概要
名称：2024年度 第1回 全国学生委員会
日程：2024年1月6日(土)-7日(日)
場所：杉並会館＋zoom

参加者
23年度全国学生委員会
瀬川(北海道) 山川(東北)澤木•驛田•戸張•久野(東京)
髙須(東海)•羽根•白﨑(関西北陸)•四宮(中四)儀満(九州)
高橋•鳥井•加藤•古橋•梅田•上木• 中野• 杉山•平間•中丸(連合会)

01
24年度に私たちが
目指すことを考えよう

全国学生委員会方針

11月全国学生委員会に引き続き、全国学生委員会
方針について協議しました。自分たちが頑張ろうと
思っている方針になっているかを改めて確認協議し、
各チーム(組合員が参加し協同する場づくり/これか
らの学びと成長/広報)で実施したいことを考えまし
た。2月の全国学生委員会では各チームの年間計画を
考えます。

2024年1月6日-7日(土-日)

第1回全国学生委員会
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全国大学生協連
学生委員会

学生委員長：加藤有希
執筆者：同上

24年度全国学生委員会(現在の所属で記載)
西田(北海道) •笹木(東北)田村• 松井•山田(東京)•太田(東海)
大金•小澤•浦田(関西北陸)•谷地(中四)•小澤(九州)
加藤•中野•戸張•吉村•瀬川•伊藤•髙須•久野•寺山•出口(連合会)

02 200名以上が集うそけん！

組合員活動研修セミナー2024

最終的に組合員活動研修セミナー2024には、
70会員256名(運営抜き)が集うこととなりました
全国学生委員会では、企画書の確認をしました。

獲得目標に沿った学びになっているか、今後のの組
合員活動をひっぱるみんなと交流すべき内容になっ
ているか、提起とワークを踏まえて考えました。

03 ブロックの推進で
拡げよう、組合員の参加と協同

活動方針①組合員が参加し協同する場づくりの具体化

2月の全国理事会に向けて、組合員が参画する場づくり
で3-5月期に増やしたい取り組みや推進のために各ブロッ
クで行っていることを協議しました。全国理事会を受けて
各ブロックでも今何を大切にしたいか協議し、具体化して
いきましょう！

新入生や総代
に大学生協の
魅力を伝えて
年間を通じて
つながろう！

https://www.univcoop.or.jp/activity/action/committee.html


04 新学期活動状況を視る視点

新学期

新学期の早期対応の取り組みが始まりました。事業
と新学期政策をもとに、各分野の視点で新学期訪問で
新学期の取り組みを視ていくことを提案しました。
各ブロックでも大切にしたい視点を見つけ、集約し

ていきましょう！
新学期はまだまだこれからです！最後まで言葉や内

容にこだわって頑張っていきましょう！
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07 連帯組織の引継ぎを考える！

ブロック学生事務局引継ぎ

今回の全国学生委員会は、23年度・24年度のメン
バーが揃う最後の回でした。23年度メンバーは全国
学生委員会として進めてきた全国共通の引継ぎツー
ルの振り返りました。23・24どちらもの意思を踏ま
えて24 25引き継ぎにつなげていきましょう！

08 1月全事務に向けて

全国学生事務局合宿

全国学生事務局合宿にむけて、23年度・24年度全
国学生委員会これからの活動の土台を作るための議
論を行いました。当日は23年度全国学生委員会は
GLになり、これまでの活動の経験から24年度全国
学生事務局のお手本となっていました。

05 ブロック学生委員会の学びあい

よりよいブロックづくり

基幹会議等、よりよいブロックをつくるために
様々なアプローチから学びあいます。今回は各会員
の代表が集い、つくっていくものであることに着目
し、LS 分析を行いました。
会員の組合員の現状を見ながらブロックで学び合

い励まし合う場をつくっていきましょう！

06より実りのある調査にするために

学生委員会実態調査(GI調)

例年実施している学生委員会実態調査について、よ
り実りのある調査にするために工夫できることを協議
しました。学生委員会実態調査は学生委員会の人数や
取り組みについて全国で定量的に調査しています。
「この調査を通じてより活動の幅が広くなった」と

いう意見も出されました。



+A 注目する取り組みとポイント
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北見工業大学生協
「年末感謝祭」

次回の会議は

2月18日(土)です！

全国の活動方針②：店舗(購買･食堂)
新年の抱負をテーマに川柳を

募集している。また、400 円以上
のレシートを合計1000円分提示する
と福引ができる取り組み。
店舗利用促進に合わせて、組合員自
身が健康で安全な生活を考えられる
取り組みとなりました。

弘前大学生協
「工場見学･学習会」

全国の活動方針④：組織づくり
食べ残しなどを肥料化・飼料化

する工場やRPF固形燃料製造の工場、
生ハム工場を見学した。見学の前
後で学習会を行い、見学前後での
リサイクルへのイメージの変化・
深化を共有し、「これやる宣
言！」を決めました。
組合員の興味関心を出発点に環境
問題に取り組めるきっかけづくり
を行いました。

星薬科大学生協
「星ー先生 生誕 150 周年記念フェア」

全国の活動方針①：
大学とともに、店舗(購買･食堂)
星薬科大創立者の星一先生 生誕
150 周年にちなみ、学生がデザイン
したクリアホルダー・トートバッ
グなどを作成・販売。生協理事長
からの「自分の大学の歴史をを
知ってほしい」という問題提起を
きっかけに始まり、現役星薬生が
参加する企画になった。

全国の活動方針①：組織づくり
総代とともに購買･食堂や組合員

センターなどについて要望を交流
しました。さらに学生委員からリ･
リパックの回収の現状が語られ回
収率向上に向けて、総代とともに
議論することができました。

全国の活動方針②：店舗(購買･食堂)
神戸大学生協の管理栄養士のアドバ
イスをもとにいくつか献立を用意し、
最もバランスの良い食事かを選択す
るものや、何を加えると栄養のバラ
ンスに偏りがなくなるかを問うもの
など、組合員が栄養バランスについ
て考えることができるようになって
いる。

全国の活動方針③：組織づくり
1～3年生に向けて業界研究や企

業研究としての場を提供した。
就職活動について不安を抱える

組合員が不安解消できる場をつく
ることができていました。

三重大学生協
「総代Meeting」

神戸大学生協
「実用食堂技能検定」

島根大学生協
「業界研究会」

全国の活動方針④：組織づくり
入学準備説明会の大学生活の紹介の中で

PN!Okinawaに参加したことを紹介しました。
入学後、大学生活で経験してみたいことの一
つとして関心を持ってもらうことができてい
ました。

沖縄大学生協
「入学準備説明会」

全国的に増えてきた?！こんな取り組み！

✿100円定食：
大学や地域と協力して組合員に寄り添う取り組みが
旺盛に行われていますね

✿健康安全企画：
野菜の摂取量を確かめ、組合員自身の食生活を見直す取
り組みが増えてきました

✿店舗企画：
楽しく、利用促進につながる取り組みが沢山！一言カー
ドや組声カードなどで、組合員とコミュニケーションを
取りながら店舗づくりをすすめていきましょう！

https://www.univcoop.or.jp/staff/archive/block/
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